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学位論文審査結果の要旨
平成１８年２月６曰に第１回学位論文審査委員会を開催し、提出された学位論文及び関係資料に基づき論
文内容を詳細に検討した｡さらに、平成１８年２月６曰に行われた口頭発表後に、第２回学位論文審査委員
会を開き、協議の結果、以下のように判定した。
車いす使用者が玄関などの段差を越えるためにリフト型の段差解消機が実用化されているが、モータや油
圧で駆動される大がかりな装置がほとんどである。本研究では、車いすのタイヤの回転を利用し、本体には
動力源のないコンパクトな段差解消機を提案・開発している。この装置は、昇降時のスイッチ操作が必要な
い、移設も容易にできる、メインテナンスが容易で浸水等の災害にも強いなどの利点を持つ。昇降機構とし
て、６節リンクとボールネジによる方式とラック・ピニオンによる方式を提案し、バネやガススプリングで
駆動力を軽減する機構、タイヤの回転を伝えるローラ部にスムーズに出入りできる機構等も考案した。基本
的な機構解析や、滑ったり乗り越えたりせずにローラを駆動できる条件の解析を行った上で、安全性や使い
易さも考えた段差解消機を設計・試作した。昇降時の駆動力測定や車いす使用者のモニタ評価等により開発
した段差解消機の有効性を検証した。
以上のように、本研究は独自な段差解消機を研究・開発しており、新しい福祉機器として社会への貢献も
大きい。また、段差解消機の設計に関する多くの有用な知見を得ている。よって、本論文は博士（工学）に
値するものと判定する。
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